
 

 

 

 

１趣旨 

 今日、社会福祉法改正により、地域福祉への期待が高まり、重層的支援体制整備事業を始めとする包

括的な支援体制の整備が各地で執り行われています。誰一人取り残されないよう、支援の包括化や総

合化が喫緊の課題とされています。併せて、都市部や過疎地では地域の状況に違いはありながらも、家

族や地縁のつながりが薄れ、社会とのつながり方が多様化する今、そこに暮らす住民が、「知る力」「学

び合う力」「担い手をつくる力」「知らせる力」「話し合う力」「ビジョンを作る力」（地域の福祉力）を自発

的に発揮し、共に生きる実感<共感と覚悟>ある地域基盤を築くプロセスが重要となります。 

 本大会では、基調講演（地域福祉はどうあるべきか）と特別講演（多様な主体は、包摂性、自治、地域コ

ミュニティ形成にどのように関与するのか）の二つを企画しました。続くシンポジウムでは、ある一つの地

域、そこで生まれた取り組みの舞台裏に焦点をあて、どのように地域の福祉力が育まれてきたのかを描き

出します。参加者の皆様と包摂的な自治ある地域、支援の包括化・総合化について考えたいと思います。 

 

２主催 近畿地域福祉学会 令和６年度大会実行委員会 

 

３後援 京都府社会福祉協議会 京都市社会福祉協議会 

（予定）京都社会福祉士会 京都府介護福祉士会 京都精神保健福祉協会 

 

４協力 京都府社会福祉協議会  京都市社会福祉協議会 

 

５日時 令和６年１２月２１日（土）９：３０～１７：３０ 

 

６会場 同志社大学 新町キャンパス尋真館（京都市上京区新町通今出川上ル近衛殿表町 159-1） 

※会場周辺にコンビニ等が少ないため昼食はご持参ください。 

※午後のみオンラインの参加が可能です。 

 

７対象 日本（近畿）地域福祉学会会員、社会福祉協議会役職員、社会福祉・地域福祉関係者、 

      民生委員・児童委員、社会福祉施設役職員、NPO、企業、議員、行政職員、学生、その他 

※学会員の方でなくてもご参加いただけます。（参加定員：１５０名） 

 

 

 

近畿地域福祉学会 令和６年度大会 

包摂的な自治ある地域を目指して 

多様な主体の参加と協働<共感と覚悟>により育まれる地域の福祉力の 

見えない部分に焦点をあてる 



 

 

８参加費等 

 （１）学会参加費 学会員・学生・団体会員に所属の方：５００円 一般：１，０００円 

 （２）交流会参加費 ５，０００円（同志社大学内 アマーク・ド・パラディ 寒梅館） 

 

９参加申込・参加費・交流会費の送金 

 （１）参加にあたっては、次の Web フォームから必要事項を入力してお申込みください。 

    URL：https://38d80014.form.kintoneapp.com/public/kinkichiikifukushigakkai36  

   ※申込時に記載したメールアドレスに参加申込の内容が送信されますのでご確認ください。 

   ※同じ所属から複数名参加の場合でも、個人ごとにご入力ください。 

   ※上記フォームによるお申込みが困難な場合は、大会事務局（京都府社協）宛に別紙申込書にて 

     申込ください。 

 （２）申込締切 令和６年１１月２２日（金）必着 

 （３）参加費・交流会費振込先 

銀行名 京都銀行 支店名（店番） 河原町支店（１１４） 

種類 普通 口座番号 ４０１０５３６ 

フリガナ キンキチイキフクシガッカイ カイケイ ナガタジュンペイ 

口座名義 近畿地域福祉学会 会計 永田潤平 

   ※振込締切は令和６年１２月６日（金）です。 

   ※振込手数料は申込者でご負担をお願いします。 

   ※送金いただいた参加費・交流会費は、理由の如何に関わらず返金しません。 

   ※複数名分をまとめ送金する場合は、その内訳を大会事務局までご連絡ください。 

 

１０オンライン参加の場合の留意事項 

（１）近畿以外の地域からでも参加いただけるようオンライン参加を設けます。 

（２）オンライン配信は午後のプログラムのみです。 

（３）オンライン参加の場合も、上記の参加費及び参加申込が必要です。 

（４）当日のミーティング ID 等は申込時のメールアドレスに後日連絡いたします。 

（５）当日資料は配布しませんが事前資料データは当日までに案内します。 

 

１１自由研究発表・実践活動報告の募集 

 近畿地域福祉学会では研究交流や情報交換の場づくりの一環として、自由研究発表、実践活動報告を

募集します。若手研究者や社会福祉協議会等の地域福祉実践に取り組む学会員の皆様からのご応募

をお待ちしています。 

 

【申込締切】 

１１月２２日（金） 

必着 

募集概要（詳細は別紙「自由研究発表・実践活動報告募集」参照） 

・１件あたり発表１５分、質疑１０分、合計２５分とします。 

・発表報告には日本地域福祉学会会員の資格が必要です。 

・所定の様式により期日までに大会事務局（京都府社協）へ E メー 

ルで提出してください。 

 

 

https://38d80014.form.kintoneapp.com/public/kinkichiikifukushigakkai36


１２プログラム 

時間 内容 

９：００～ ９：３０ 

（３０分） 

受付 

９：３０～１１：３０ 

（１２０分） 

■自由研究発表・実践活動報告 

１１：３０～１３：００ 

（９０分） 

昼食休憩 

１２：２０～ 

（３０分） 

□近畿地域福祉学会 令和６年度総会 

１３：００～１３：１０ 

（１０分） 

■開会（実行委員長挨拶、開催地挨拶、オリエンテーション） 

１３：１０～１４：００ 

（５０分） 

■基調講演「包括的な支援体制を地域福祉として展開する―当事者と住民の主体

形成と行政・専門職の協働―」 

藤井 博志氏（関西学院大学人間福祉学部教授） 

１４：００～１４：１０ 

（１０分） 

休憩 

１４：１０～１５：００ 

（５０分） 

■特別講演「ホームの臨床―ハウジングファーストと家―」 

熊倉 陽介氏（東京大学医学部附属病院精神神経科助教・医師） 

１５：００～１５：１０ 

（１０分） 

休憩 

１５：１０～１７：２５ 

（１３５分） 

■パネルディスカッション「包摂的な自治ある地域の舞台裏を探る―地域の福祉力

はどのように育まれていくのか―」 

シンポジスト：宇野 明香氏（NPO 法人 happiness 理事長）  

           天野 広一氏（南区唐橋自治会連合会会長） 

           上野 正則氏（南区社会福祉協議会事務局長） 

           岡田 祐成氏（南区保健福祉センター子どもはぐくみ室長） 

コメンテーター ：熊倉 陽介氏（東京大学医学部附属病院精神神経科助教・医師） 

              村井 琢哉氏（NPO 法人山科醍醐こどものひろば前理事長）  

コーディネーター：野村 裕美氏（同志社大学社会学部社会福祉学科教授） 

１７：２５～１７：３０ 

（５分） 

次期開催地挨拶（滋賀県） 事務連絡 閉会 

１８：1０～２０：００ 交流会（会場：同志社大学室町・寒梅館） 

 

１３連絡先（第３６回近畿地域福祉学会京都大会実行委員会事務局） 

 【大会内容問い合わせ・大会及び自由研究発表申込先】 

  京都府社会福祉協議会 福祉部地域福祉・ボランティア振興課（北尾・黒田） 

京都市中京区竹屋町通烏丸東入清水町３７５ 

電話：０７５－２５２－６２９４ E-mail：chiiki@kyoshakyo.or.jp 

【大会参加費振込先】 

  京都市社会福祉協議会 地域支援部（永田・小原） 

  京都市下京区西木屋町通上ノ口上る梅湊町８３－１ 

  電話：０７５－３５４－８７３２ E-mail: commu@kcsw.jp 
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